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２０２２年、新しい年が穏やかに幕を開けました。ご家族で楽
しいお正月を送られたことと思います。楽しかった冬休みを終え、
校舎に子どもたちの元気な声がもどってきました。新しい抱負を
胸に登校してきた子どもたちの目は、どの子も輝いて見えました。
さあ、３学期のスタートです。３学期は、学年のまとめの時期で
もあり、新学年へつなぐ大切な学期です。今学期も、安全で落ち
着いた学校生活や家庭生活送ることができるよう、保護者の皆様、
地域の皆様、これまで同様、ご支援・ご協力をよろしくお願いし
ます。

昨年１２月に「心のアンケート」
を実施しました。「心のアンケート」
とは、県内公立学校（熊本市立を除

く）の児童生徒を対象にしたアンケートで、各学校が児童生徒の思いに寄り添い、いじめ
の実態を把握するとともに、迅速・適切な対応を行い、いじめのない、すべての児童生徒
が安心して、楽しく学校生活を過ごせる学校づくりに取り組むために行われるものです。
そのアンケートの結果を抜粋してお知らせします。

◆児童のことで気になることがありましたら、小さなことでもかまいませんので 学校
まで連絡をお願いします。
宇土市立宇土東小学校 ☎２３－３０１３

メール：utohigashi-es@tsubaki.higo.ed.jp

☆１月の生活目標

楽しい給食にしよう
◆帰宅時刻の目安
午後５時までには家に帰り着くようにし

ましょう。

左の結果からわかるように、「今の学年で、いじめら
れたことがある。」と回答した児童が、全校児童の約 20%

ほどいます。「いじめられた」と回答した児童について
は、各学級の担任が聞き取りを行い、対応をしている
所です。また、「いじめられたことを誰かに話をしまし
たか。」という設問では、いじめられたと回答した児童
の 27%が「話をしていない」と回答しています。話を
していない理由として、「いじめられていることを知ら
れたくないから」「家族に心配をかけるから」「話をす
れば、さらにいじめられるから」と回答している児童
が数名ずついました。この結果を受け、本校では、今
週から教育相談の時間を設定して児童と各学級の担任
が面談を行います。児童の話にしっかりと耳を傾ける
とともに、いじめの早期発見・対応に努めて行きたい
と思います。もし、子どもさんのことで心配されてい
ることやお尋ねになりたいことなどありましたら、遠
慮なく各担任や学校へお知らせください。
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